特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース年11月27日　227号

22日木津川での野鳥観察会
25名の参加で17種の野鳥を観察

久しぶりの3連休初日の土曜日行楽日和に晴れ上がりました。寒くなく風もなく絶好の天候に恵まれました。木津川市山城町北河原の木津川流域センターに続々集まってこられ何と事前の申し込みでは2名だったのに25名も集合されました。受付名簿の記入がすむと自己紹介です。そして河川レンジャーの山村から木津川と流域センターの説明があり、野鳥観察会の案内をお願いした植田先生、新しく河川レンジャーに任命された田中秀行さん、福井波恵さんからも挨拶があり、早速木津川に移動、望遠鏡5台で所々のポイントでもすばやく鳥の観察ができました。約1時間30分の観察でジョウビタキやイカルチドリ、ハクセキレイ、など河原や水際で美しい姿やかわいい目などを見て感激しました。この日は17種類の鳥を見ることができました。植田先生が「朝早くからラジコンの模型飛行機によって鳥たちが追い払われてしまっている、この影響がなくなればもっと多くの素晴らしい野鳥を見ることができると思う」と話されたことが印象的でした。
23日　琵琶湖ビアンカで韓国の環境学習団体との交流会に参加

滋賀県の蒲生野高原クラブが実施した交流会に琵琶湖・淀川流域連携交流会も加わって活動交流を行いました。25名の韓国の人々は国内各地から環境コンクールで入賞された皆さんでした。やましろ里山の会の活動をパワーポイントで紹介しました。ホソオチョウとジャコウアゲハの食草ウマノスズクサと産卵時期の関係を説明したことについて、質問が寄せられました。韓国では黒と白の蝶の関係はうまく調和されている、日本では実際どうなのかと言ったことでした。ほかに亀岡からカッパ研究会の鈴木さんからもカッパについての、興味あるお話が報告されました。

24日「木津川をカヌーで下る」38名の参加申し込みがありました。早朝から太陽が顔を出す状況でしたが、「天気予報では昼前から降雨」とのことで、電話やメールで続々欠席の連絡がありました。それでも約30名の参加で楽しい初体験のカヌー教室ができました。大和川からや京都山科区、奈良市や大阪泉大津市を6時10分に出発してきたなど遠くからもこられていました。「笠置は生まれて初めて来たところで、祝園駅での乗り換え、木津駅で乗り換えて、そして加茂駅での乗り換えがわからず又木津駅にもどってしまって、大変苦労した」とハプニングで遅刻される人もありました。9時30分には開会の挨拶や自己紹介の後、午前中に準備体操、カヌーの基本的な説明と陸上での解説で1時間、水上練習を約1時間行いました。水上練習が始まる頃に心配していた雨が降り始めたが、皆さんびくともしないですいすいとバトルを操っておられました。5年生の3人の子どもたち仲良しグループの上達は目を見張るもので、初めてなのに短時間で自由に操っていました。昼食の頃本降りになりました。12時35分に合図の掛け声で川下りが始まりました。一列に並んで２～３艇程の間隔で進みました。笠置大橋の下が最初の急流箇所、ここで早くも数人、そして途中で数人、最後の急流箇所でも何人かが転覆されました。終わってから寒さが大変だったのではと気遣うと、「なんともなかった」「そんなに寒さが気にならなかった」「大変おもしろく愉快で、楽しいカヌーだった」との感想だった。約2時間の川下りを全員が完全に乗り切り『カヌーってこんなに楽しいものとは知らなかった、気候のいいとき景色のいいときにぜひとも実施していただきたい』との強い要望が寄せられました。あいにく雨中の川下りでしたが、温かい笠置の温泉に入浴して心地よいひと時を過ごして帰路に着きました。雨の中のご参加ご苦労様でした。
今年最後のカヌーツアーをご案内いただきました藤田カヌーのスタッフとコーチの皆さんご指導有難うございました。このツアーには淀川河川事務所の小俣篤所長や琵琶湖・淀川流域圏連携交流会の横山葵事務局長や幹事の鈴木、村松さんもご参加いただきました。
写真ができています。希望者は事務所に問合せを有料1枚50円(A3に集合写真とスナップ)（送料180円）
恒例の12月６日の「みかん農家収穫ボランティア」は、今年は裏作で不作とのこと、短時間の作業の見込。　およそ午前中の作業です
9時30分ＪＲ多賀駅集合　時間厳守
年賀状を作りましょう

里山の会　パソコン教室　無料
12月4日　午前10時～12時まで
里山の会事務所　指導パソコンチーム

京都府環境フェステバル

里山の会出展参加　

「木津川の草花たち」と「私たちの活動」

12月13・14日京都市伏見区竹田パルスプラザ

近鉄竹田駅から会場まで無料バスで送迎
